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解説 

 

沖縄では戦前から数少なかった医師が、沖

縄戦でさらに激減した。1951年、琉球列島

米国民政府は、医師不足を補うために、衛

生兵など医療経験のある者の医療活動を

認める介輔制度を施行した。介輔は活動地

域や医療内容が制限され、医療従事者が少

なかった離島・へき地で活動した。制度発

足時の 1951 年に介輔は 126 名いたが漸減

し、2008 年で活動を終えた。発足 35 周年

を迎えて刊行された記念誌では、関係者の

寄稿、歴代会長や会員が執筆した思い出か

ら、介輔の活動とともに、戦前から日本復

帰までの離島・へき地の医療、保健の様子

がわかる。資料として、終戦から日本復帰

までの介輔の根拠法の変遷、当時の医療統

計や医療概要も収録されている。 
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備考 

個人情報に連結した機微情報が

多数あるため非公開（研究目的の

閲覧など、図書館長の許可があっ

た場合は原本の閲覧可） 

 

〇次ページより目次をご覧いただけます。 



 



 



 



 



 



 
 


